
学校法人

宮田学園
第13号2022年(令和4年) 4月発行

宮田学園グループ学園報

発行 学園報編集委員会
福岡市南区塩原4丁目17番17号
http://miyatagakuen.ac.jp/

1

2022

令和４年度 年度仕事始め式を開催 新年度の目標達成を祈願！

留学生の日本への入国制限緩和により、

母国で待機していた西日本国際教育学院

への留学生713名（2020年度および2021年

度入学予定者）の入国が2022年3月から再

開し、第1便としてネパールからの留学生5

名が成田空港へ到着し、現地において入

国後の規定の待機期間を経て、3月27日

（日）夜、成田空港経由で福岡空港に到着

しました。西日本国際教育学院では、2020

年12月以来、1年3ヵ月ぶりに留学生を迎え

ることができました。

当日は、到着ロビーで国際募集課の職員

が留学生を出迎え、歓迎の挨拶や記念撮

影、必要事項の説明を行った後、学生寮

（シリウス会館）への引率と寮監との顔合せ

を行い、全員の入寮完了までを見届けまし

た。翌日の午後からは早速、留学生5名は、

学生寮から学校までの道順を覚えるため職

員に引率されて徒歩で学校へ向かいました。

その後、教室で入国後のオリエンテーショ

ンがスタートし、約1週間にわたって、各部

留学生の入国が1年3ヵ月ぶりに再開！ 入学生が段階的に入国
門から日本で生活する上でのルールやマ

ナー、防犯・防災、学校のルール、アルバ

イトなどに関する説明が行われました。

その後も段階的に留学生が入国し、4月

22日（金）現在、43名（ネパール35名、ベト

ナム3名、ミャンマー2名、スリランカ2名、

ウズベキスタン1名）の入国が完了。入国

後は、厚生労働省の水際対策に係る措置

に則り、3日間待機指定国（ベトナム、スリ

ランカ）の留学生は、ホテルで3日間の待

機を経て学生寮へ移動。非指定国（ネ

パール、ミャンマー、ウズベキスタン）の留

学生は、3回目のワクチン接種が済んでい

ない場合、学校が準備した施設で7日間の

待機を経て学生寮へ移動させるなどの対

応で、水際対策に係る措置を順守してい

ます。

4月末までに、合計111名の留学生が入

国予定で、5月以降も入国を予定しており、

教職員が連携して、受け入れを進めてま

いります。

2022年4月1日（金）、宮田学園の新年度スタートにあたり、役員および新入

職員を含む教職員、グループ会社社員合わせて61名が出席のもと、令和４年

度の年度仕事始め式を国際貢献専門大学校・玉川キャンパスの国際交流セ

ンターにて開催。新年度の方針を各部門から共有・徹底するとともに、恒例の

ダルマへの目入れを行い、新年度の船出を出席者全員で決起しました。

冒頭、宮田道郎総長による年度

方針が訓示され、新たに加わった

新入職員を歓迎するとともに、「私

にはこの学校を発展させる責任

がある。そのためには、変えてい

かなければならないこともあるが、

やることをやればおのずと結果は

ついてくる。決して弱気にならず、

皆さんとともにこの学校を発展さ

せていきたい」との思いが述べら

れました。また、「留学生の夢を育

てる学校でありたいと考えており、卒業する時にこの学校に入ってよかったと、

思ってもらえる学校にしていきたい。そのためには、職場の雰囲気づくりも重要。

風通しのいい職場にすれば、自然と明るくなる。職員の皆さんの意見は意見と

して、取り入れていきたいと考えている。皆さんと一緒にぜひ風通しのいい職場

にしていきたい」と強く要望されました。

その後、新入職員の紹介と各自からの自己紹介が行われ、新社会人として

の第一歩を踏み出した新卒職員4名に対しては、宮田智栄理事長から一人ひと

りに入社辞令が授与されました。

続いて、各部門（10部門）の責任者が昨年度の成果と今年度の祈願文を発表

し、各部門の代表が新・旧ダルマへの目入れを行い、新年度の目標達成を祈

願しました。また、各部門からの発表・目入れの後、荒井常務、川副専務、宮田

理事長、宮田総長によって目入れが行われ、新・旧ダルマへの目入れが完成。

役員および部門長で記念撮影を行い、目標達成への決意を新たにしました。

締めの宮田理事長挨拶で

は、「新年度のスタートに相

応しい、元気な会を開催す

ることができた。目標達成に

向けて、職員一丸となって

取り組んでいただきたい」と

激励の言葉とともに、「ここ2

年間は従来とは異なる期間を過ごしてきたが、いつまでもコロナのせいにはで

きない。学校法人として28年間の実績もあるが、今は転換期として、コロナ禍の

中で、どのような学校を作っていけばいいのかを一人ひとりが考え、学生の

ニーズを把握し、それに応えていくという気概を持って、業務に邁進してほしい」

と変革の必要性を訴えられました。また、「これまでも、学校法人としてのコンプ

ライアンス順守、留学生の人権尊重等の徹底に向け、様々な研修を行ってきた。

新年度も研修を継続し、職員一人ひとりの意識をさらに高め、コンプライアンス

を徹底していきたい」と強調し、年度仕事始め式が無事終了しました。

▲宮田総長による年頭の訓示

▲宮田総長（左）と宮田理事長によるダルマへの目入れ

▲宮田理事長による挨拶 ▲理事長の話を真剣に聞く新入職員 ▲役員と各部門長が目標達成を決意

▲ネパールからの留学生（3/27）

▲ミャンマーからの留学生（3/30）

▲ベトナムからの留学生（4/4）

▲ネパールからの留学生（4/6）
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西日本国際教育学院

2021年度卒業式を実施 3年生31名が卒業

オウ ゲイヒ

（中国）

この賞を受賞した時、とても嬉しく

感じました。これは、私の努力が報

われたことを意味し、これからも頑張っていきたい

と思います。在学中に一番頑張ったのは入学希望

期間でしたが、その間、多くの挫折を経験しました。

ただ、先生方や仲間のおかげで、とても満足のいく

結果が得られました。今年中には、N1取得の目標

を達成したいし、日本語を話す能力も向上させた

いと思っています。

<進路> 名古屋商科大学

イー ニェイン チャン モー

（ミャンマー）

受賞は嬉しく、また評価していただ

けるよう、毎日頑張らなければと思

いました。在学中は、学校を休まないことに努め、

毎日みんなと一生懸命勉強したことが良い思い出

です。N4に合格するため、分からないことを教え

合って協力して勉強していたので、卒業する頃に

はみんなととても仲良くなれました。今後はN2に合

格すること、ホテルに就職することを目標に頑張り

ます。JLPTの勉強はもちろん会話など、自分の将

来につながるよう、毎日の生活を大切にします。

<進路> 国際貢献専門大学校

デブコタ ティカ ラム

（ネパール）

日本に魅力を感じ、来日して2年半

になりますが、初めの2年間ではN4

を取れずに、大変悔しい思いをしました。それから

は、担任の先生に勉強の仕方や分からないところ

を教えてもらいながら学習を続けた結果、N4を取

ることができました。また、卒業式で成績優秀賞を

受賞した時は、ビックリすると同時にとてもうれしく

感じました。これからも、心からやりたい気持ちが

あれば、何でも実現できると思っています。

<進路> コンピュータ教育学院

１年生の学習研究発表会を開催

3-1クラス 3-2クラス 3-3クラス

のクラスの代表者も、たくさんの人の前で日本語を話すという初めての経験に、

緊張で思うように日本語が出てこないという場面も見られましたが、調べたこと

について伝えたい、より良いものを届けたいという熱い思いは、会場の先生方

だけでなくzoomで視聴している先生方にもしっかりと届いていました。今回の

発表は、クラスで優劣をつけて競うものではなく、各クラスの発表の良いところ

2022年3月8日（火）、春の訪れを感じる暖かな日に、西日本国際教育学院１

年生の学習研究発表会を開催しました。コロナ禍の2021年1月に日本語を勉

強し始め、分散登校やオンライン授業など、勉強に集中できない時も多くあっ

たこの1年3カ月。色々な困難を乗り越えてきました。

今回の学習研究発表会は、自分たちが住む日本をもっとよく知ろうという目

的も兼ねて、各クラスに日本についての研究テーマを設定し、自分の国との比

較を加えながら掘り下げて調べていきました。その内容を、これまで勉強したき

た日本語で、模造紙やパ

ワーポイントにまとめ、各

クラスの発表代表を決め

て、何度も練習を繰り返し

てきました。今回初の試

みとして、zoomでの配信・

Google formでの結果投

票を取り入れ、職員全員

に発表会に参加してもら

いました。

そうして迎えた当日。ど

を評価し、ベストパフォーマンス賞やベスト発見賞、

ベストチームワーク賞など、各クラスに賞が授与さ

れました。

発表が終わった学生たちからは、「日本について、

いろいろ知ることができた」「一緒に勉強する友達の

国についても学ぶことができた」「もっと他のテーマ

についても調べて、また発表したい」など、日本語学

習への意欲の声も聞かれました。

入学当初は、単語を繋いで話すのがやっとだった

学生たちが、これまで学習した日本語を使って文を

作り上げ、それを皆の前で堂々と発表をする、この

１年間の彼らの確かな成長を感じ、我々職員にとっ

ても感慨深い発表会となりました。▲1年生にとって初めての学習研究発表会 ▲各クラスを表彰

▲他クラスの発表を聴く学生

2022年3月4日（金）、西日本国際教育学院の2021年度卒業式が国際貢献専

門大学校・玉川キャンパスの国際交流センターで開催されました。まん延防止

等重点措置期間に伴い、規模を縮小しての開催でしたが、来賓8名、顧問1名

にもご臨席いただき、教職員とともに31名の卒業生の門出をお祝いしました。

当日は、荒井常務理事の

「開式の辞」に続いて卒業

証書授与が行われ、宮田学

院長から卒業生一人ひとり

にお祝いの言葉とともに、

卒業証書が手渡されました。

また、学院長式辞では、来

賓の方々へ感謝の意を述

べた後、卒業生に対して「こ

のように応援してくれる人が

たくさんいるということをぜひ感じてほしい。昨年はコロナの影響があったが、

逆にもう１年日本語をじっくり勉強できるチャンスだったとも言える。意識が変

われば行動も顔つきも、全てが変わる。つらく、閉鎖されたコロナの期間だった

が、自分たちで勉強しようという充実した１年間を過ごした姿を見ると、遠回り

ではなかったと思う」と、これまでの努力を称えました。また、宮沢賢治の詩に

なぞらえ、「雨にも負けず、風にも負けず、コロナにも負けない強い精神と身体

を持ち、日本で皆さんの幸せを見つけていってほしい」とエールが贈られました。

在校生送辞では、エー エー ソーさん（ミャンマー）とホアン ミン ヒウさん（ベト

ナム）から、全学年が一緒に集まった日本語スピーチコンテスト等の思い出も

交えて卒業生に対するお祝いの言葉が贈られました。卒業生答辞では、サプ

コタ ダヤ ラムさん（ネ

パール）、ガルティ シラ

さん（ネパール）、オウ

ゲイヒさん（中国）から、

卒業式開催に対する感

謝の言葉と、来日から

現在に至るまでの学校

をしっかりと持ち、それを見

失わなかったこともあるが、

みんなで一緒に頑張ったこ

とが大きい。これからは日

本語の勉強だけではない

が、先生たちが応援してい

るので頑張ってほしい」と

激励の言葉が贈られ、卒

業式が無事終了しました。

生活の思い出などが述べられました。また、在学中の成績が優秀であった学

生や、勉学態度が模範となる学生に対して、成績優秀賞、特別賞、努力賞、皆

勤賞の各賞が授与された後、卒業生の学校生活の思い出を収めたメモリアル

動画の上映を行い、出席者全員で視聴しました。

教務代表挨拶では、野田副学院長から卒業生に対して、「日本の生活に慣

れてきた頃にコロナが拡大し、マスクをして、行動が制限されている中、皆さん

は本当に頑張った。特に、3年生になってからの１年間の成長には目を見張る

ものがあった。それは、目標

▲式辞で卒業生の門出を祝福する宮田学院長

▲在校生による送辞 ▲卒業生による答辞

▲卒業生全員が先生と一緒に記念撮影

優秀賞（3名） 受賞者コメント
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国際貢献専門大学校
第７回卒業式を挙行 卒業生345名の門出を祝福

チャン ティ フィン
（ベトナム）

4年間、目標に向かって取り組んで

きた努力が報われました。4年生の

時の教育実習で、初めて日本の職場で仕事をし

ました。慣れないこともあり、最初は叱られてば

かりでしたが、自分を見つめ直し、努力して認め

てもらいたいという気持ちが生まれ、貴重な経験

となりました。卒業後は、福岡の企業に就職しま

す。社会でも学校で学んだことを活かし、他のベ

トナムの方々にも教えてあげたいと思います。

<就職先> 筑紫ファクトリー(株) 様

グエン ティ フーン ミン
（ベトナム）

受賞は驚きとともに、大変光栄に

感じています。これも先生方や仲間

たちのおかげだと思っています。在学中は、学校

にいる時にしかできないことに最善を尽くしまし

た。日本語能力試験や日本語会話を頑張り、就

職に必要な資格が取れるよう努力してきました。

卒業後は日本で働きます。学校で学んだ事を最

大限に生かし、いつの日か母国、家族の誇りと

なり、社会に役立つ人になる事を目指しています。

<就職先> グランコンソルト那覇様

ファン ティ フイン チャン
（ベトナム）

就職活動や特定技能検定試験、資

格取得、出席率など努力してきたこと

が評価され、うれしく思っています。特に頑張ったの

は、卒業研究でネットショップを作ったこと。HTML

やJavaScriptなど、IT4年コースで学んだことを卒業

研究の作品として活かすことができました。卒業後

は、日本の企業で働きサービスやビジネスマナー、

マーケティングを実践していきます。培った経験を

母国に帰った時に活かせればと思っています。

<活動中>

ラム ホアン ティエン ロン
（ベトナム）

これまでの努力を評価していただき、

大変うれしく思っています。先生方の

ご指導により、日本語能力試験（JLPT）のN1を取

得することができました。本当に感謝しています。

また、クラスのみんなと一緒に色んな活動をしてき

たことが良い思い出となりました。おかげ様で、日

本の企業に就職することができました。今後の目標

として、日本で末永く働きたいと考えています。

<就職先> 由布院 峯 様

パウデル ビノド
（ネパール）

様々なことに自信を持って挑戦する

ほど、成長できることを実感しました。

先生や友達と1時間程歩いて動物園へ行ったり、一

緒にご飯を食べたり、クラスの友達と1つのテーマ

について話し合い、学習成果発表会で発表できた

ことは、良い経験でした。私が就職する会社は、今

年から外国人の採用を始め、私は最初の社員にな

ります。来年、再来年に採用される外国人達のリー

ダー、いい先輩になれるように頑張っていきます。

<就職先> (株)ライフクリエイト 様

パン イー ピュー
（ミャンマー）

お世話になった先生方に、心から感

謝いたします。在学中は、学習成果

発表会などたくさんの思い出がありますが、特に頑

張ったのは就職活動です。会社説明会への出席や

面接のため、先生に色々と相談し、面接の練習もし

ていただいたおかげで、就職が決まりました。今後

は、学校で学んだビジネスマナーやコミュニケー

ションを実践できる社会人になれるように精一杯頑

張ります。

<就職先> (株)パシフィックユナイト様

第9回（2022年度）入学式を開催 新入学生42名を歓迎

4Jクラス 4Fクラス

2Pクラス

2Cクラス

2Nクラス 2Gクラス

2022年3月14日(月)、第7回 国際貢献専門大

学校卒業式が、多数の来賓にご臨席いただき、

大野城まどかぴあで挙行されました。式では、

担任から卒業生345名の名前が読み上げられ、

各科代表学生に対し、宮田智栄学長から卒業

証書が授与されました。

宮田道郎総長からの告辞では、コロナ禍に

おいて授業を通して社会人としての資質を高め、就職・進学活動に熱心に取り

組んできた卒業生たちを称え、「家族に感謝し、宮田学園で学んだことに誇り

を持ち、個々の進路先で未来を切り拓いてほしい」と期待の言葉が述べられま

した。また、学園として世界に貢献できる人材育成を求め続けていくことを約束

し、卒業生たちとの別れを惜しみつつ、激励の言葉を贈りました。

宮田智栄学長は式辞で、卒業生が一堂に会して卒業式を開催できたことの

喜びとともに、学生との思い出を振り返りました。また、贈る言葉として、「挨拶

は自分からすること・いつもいいところを見ること・運に頼らない（自分から努力

する）こと・遠慮しすぎないこと・お金に振り回されないこと」と、日本の社会で働

く上での基本の「あいうえお」を示し、卒業生一人ひとりの幸せを祈念しました。

また、来賓を代表して(株)西日本シティ銀行・支店長 吉田純久様からは、コ

ロナ禍における学生生活の苦労への労いとと

もに、激励の言葉をいただきました。

在校生送辞では、1年生のライ サンディプさ

ん（ネパール）が、学習成果発表会（2021年11

月）での先輩たちの活躍などの思い出を交え

て、感謝とお祝いの言葉を述べました。続いて、

卒業生答辞で、2年生のミョー ミョー ルインさ

実習の経験や最後までやり抜くことを学んだ4年間の思い出を語り、感謝の意

を表しました。

続いて、2年および4年の学生生活で顕著な活躍があった学生並びに学校を

休まずに学業に勤しんだ学生の表彰を行った後、学生生活を振り返るメモリア

ル映像の上映も行い式は締めくくられました。

ん（ミャンマー）は、PCや簿記

など幅広く学んだことや、学

習成果発表会での苦労と達

成感、自身の成長に触れ、4

年生のチャン ティ フインさん

（ベトナム）は、日本での教育

▲宮田道郎総長による告辞 ▲宮田智栄学長による式辞

▲在校生による送辞 ▲卒業生による答辞

2022年4月7日(木)、第9回（2022年度）国際貢献専

門大学校の入学式が、玉川キャンパス・国際交流セ

ンターで開催されました。

式では、宮田道郎総長より、「平和の中で勉強する

ことに感謝し、国際的に貢献できる人になってほし

い」と告辞があり、信念でもある「一念、道拓く」「初志

貫徹」の言葉を紹介し、学生を激励されました。

新入生による誓いの言葉では、

イーニェイン チャン モーさん（ミャ

ンマー）、オリ ビカシュさん（ネパー

ル ）、ガンフヤグ トゥグルドゥルさ

ん（モンゴル）が代表で登壇し、希望

に満ちた表情で堂々と誓いの言葉

を述べました。続いて、在校生を代

表してハ ティ レ フーンさん(ベト

ナム)が「夢や目標に向かい楽しい

学校生活を送ってください」と、歓迎

の言葉を述べました。

宮田智栄学長から新入学生42名に入学許可が出

された後、学長式辞で「学校は学生と先生で創って

いくもの。国際貢献専門大学校の学生としての誇り

をもち、校歌に込められた言葉の意味をかみしめて

人間力を身につけ、日本の社会に巣立ってほしい」

と激励。また、「学生5ヵ条」として、「あいさつ」「素直さ・謙虚さ」「嘘をつかない」

「思いやり」「規則正しい生活」を挙げ、学生としての在り方を示唆されました。

▲宮田道郎総長による告辞

▲宮田智栄学長による式辞

▲夢と希望に溢れた学生生活がスタート

▲新入生・誓いの言葉(左)と在校生・歓迎の言葉

最優秀賞（2名） 受賞者コメント 優秀賞（4名） 受賞者コメント

続いて、来賓の濵﨑耕太郎様（衆議院議員鬼木誠事務所・秘書）、堀純生様

（宮田学園最高顧問）から、祝辞をい

ただきました。



かねだ みすず

①金田美鈴

②西日本・教務課

（日本語教師）

③ピアノ、テニス

④明るくて元気なところ

⑤学生の夢や目標に向かって、精一

杯サポートしていきます。日本での

学びを一緒に楽しみながら頑張っ

てまいります。

さかいの なぎさ

①境野 凪紗

②西日本・教務課

（日本語教師）

③音楽鑑賞、読書

④几帳面なところ

⑤多くのことに挑戦し、吸収しながら、

ひとつひとつ丁寧に、何事にも責

任感を持って、取り組んでまいり

ます。

まるやま さゆり

①丸山 小百合

②西日本・教務課

（日本語教師）

③映画観賞

④明るいところ

⑤１つでも多くのことを各先輩方から

日々学び、努力してまいります。ご

指導、ご鞭撻のほどよろしくお願

いたします。

よしなが まよ

①吉永 真代

②西日本・教務課

（日本語教師）

③YouTube鑑賞、

プロレス観戦

④何事もチャレンジ精神で取り組む

⑤学生に寄り添い、勉強面・生活面

ともにサポートしながら自身も成長

していける教師を目指して頑張り

ます。

まきはら まどか

①牧原 円香

②貢献・事務局

③海外ドラマ鑑賞

④新しい事を学ぶのが

好きなところ

⑤学生や先生が充実した学校生活

を送れるよう、真摯に業務に励み、

何事も前向きに取り組んでまいり

ます。

いりべ ちかげ

①入部 千景

②経理課

③散歩、食べ歩き

④年代問わず友人が

いるところ

⑤今まで福祉系の仕事に携わってき

ました。その経験を活かして、皆様

のお役に立てるように頑張ってま

いります。

もり まゆみ

①森 まゆみ

②貢献・学生管理課

③旅行

④声が大きいところ

(内緒話ができません)

⑤早く仕事を覚えて、皆さんのお役

に立てるようになりたいと思います。

いつも笑顔を忘れずに頑張ります。

こやま ひかる

①小山 光

②総務課

③ドライブ、

スポーツ観戦

④粘り強いところ

⑤学園のため、学生のために微力な

がらも全力で業務に取り組みます。

ご指導、ご鞭撻をよろしくお願いし

ます。

4

N E W S & T O P I C S

新入職員のご紹介
①氏名 ②所属 ③趣味 ④セールスポイント ⑤抱負 皆さん、よろしくお願いします！

2021年度日本語能力試験 合格者

【西日本】

・N2・・・ 4名

・N3・・・ 16名

・N4・・・ 91名

【貢献】

・N1・・・ 5名

・N2・・・ 49名

・N3・・・ 99名

・N4・・・166名

2021年度検定試験合格者（貢献）

就職に向けた資格取得日本語能力の向上

学生のレベルに合わせた日本語授業に加え、

例年、7月と12月に実施される日本語能力試

験（JLPT）に向けた対策授業も行い、日本語

能力向上を図っています。

国際貢献専門大学校では、語学力・コミュニ

ケーション力に加え、ビジネススキル・マナー

向上の教育を行い、就職活動に役立つ資格

取得を推進しています。

学生支援の取り組み

2021年度内定取得状況
（2022年3月31日現在）

内定者数：208名

（就職希望者数 259名）

就職活動支援

就職専任スタッフを中心に、学生一人ひとりの

将来を考えながら就職をサポートしています。

企業説明会の開催や、新規企業開拓等を通

じて、内定取得を促進しています。

ネパール出張 日本への未入国学生フォローと2022年度4月期生募集を実施

2021年11月16日（火）から12月30日（木）まで

の延べ46日間、国際募集課の職員3名がネ

パールのカトマンズとポカラへ出張し、現地の

日本語学校・仲介エージェント48社（カトマンズ

22社、ポカラ26社）を訪問。日本への入国、西

日本国際教育学院への入学ができていない留

学生のフォローと、2022年度4月期生の募集活

動を精力的に実施しました。

■インターネット授業で入国前の日本語学習を支援

未入国の学生に対しては、2021年6月からインターネットを活用した授業を

段階的に実施し、日本語学習を支援しています。

◇Google formsで課題を配布→動画で解説 （2021年6月15日～9月28日）

◇オンライン（zoom）で日本語会話授業 （①2021年10月11日～11月9日、

②2022年2月7日～継続中）

■留学生の入国が再開

留学生の日本への入国制限緩和に伴い、西日本国際教育学院への留学

生の入国が2022年3月末から段階的に再開。4月22日（金）現在、ネパール、

ベトナム、ミャンマー、スリランカ、ウズベキスタンから留学生が入国済みで、

今後も継続して海外からの入国が予定されています。みんなが安心して勉

強できる環境を整えるべく、職員が連携して受け入れを進めています。

▲一貫教育に関する内容が好評

有し、相互に理解を深める必要がありました。

そこで、国際募集課の職員3名が現地の日

本語学校・仲介エージェントを訪問し、日本に

おける水際対策の状況や、日本への入国・入

学後の学生生活の様子、日本の気候や文化、

宮田学園の専門学校の概要、福岡在住のネ

パールの方々の状況、福岡のアルバイト事情

などについて説明。また、時期は遅れ

るものの日本への入国は確実にでき

るため、留学生に対して、入国後にス

ムーズな生活を送れるよう日本語の

勉強を継続することも提案しました。

留学生からは特に、日本語学校と専

門学校の一貫教育で就職までの支援

が受けられること、学生寮があること

などが評価され、西日本国際教育学

院・教務部が実施したインターネットを

活用した面談に対しても感謝の意が

示されました。インターネット面談を継

日本における新型コロナウイルス感染症に関する水際対策により、ネパール

からの留学生は2020年4月期からネパール出張時点までで、661名が日本へ

の入国、西日本国際教育学院への入学がストップしていました。そのため、留

学生や仲介エージェントには不安や誤った情報が広がるなど、正しい情報を共

カトマンズ

・ネパールの首都で最大の都市。

別名「カンティプール（栄光の都）」

ポカラ

・カトマンズから西へ200kmに位置

するネパール第二の観光都市

カトマンズ

ポカラ

ネパール

続してほしいとの要望も多く、早く西日本国際教育学院で授業を受けたいとい

う声も聞かれ、2022年2月からインターネットを活用した基礎レベルの会話授

業を再開し、4月現在も継続して実施しています。

また、2022年度4月期生の募集活動では、各校・各社からの2022年4月期生

の申請予定・状況を把握し、申請書類作成のアドバイスやフォローを実施。現

地滞在中には、申請書類の審査や審査結果のフィードバックなども行い、新た

な留学生の受け入れと日本への入国再開を見据えた準備を整えてきました。

▲入学後の学生生活等について説明

●グローバル人材ビジネス実務検定
3級：20名 4級：148名

●情報処理技能検定
表計算：80名 データベース：8名

●特定技能測定試験
取得数：109件 （取得者：93名）


